
学校番号 3005 

令和５年度 機械電気科 

 

教科 工業 科目 
機械電気実習 

系列（電子制御） 
単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等 学校作成教材 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

機械・電気系実習では、単に機器、装置のオペレート技術や職業的技能を身につけるだけではな

く、安全衛生、技術者としての倫理観、環境及びエネルギーへの配慮等について総合的に理解し、

産業界を支える人材となることが目標です。そのために、単に与えられた問題や課題を手順に沿

って学ぶだけではなく、それらで得た技術や知識を活かし、自らが問題や課題を見つけだし、自

分なりに答えを求め考えようとする意欲や姿勢を身につけることが大切です。 

 

 

２ 学習の到達目標 

機械・電気に関する基礎的・基本的な知識と技術を実際の作業を通して総合的に習得する。 

現代社会における工業の意義や役割を理解するとともに、環境やエネルギーに配慮しつつ、工業

技術の諸問題を主体的、合理的に解決できる力を身につけることで、工業と社会の発展を図る創

造的な能力と実践的な態度を養う。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

機械・電気に関する

課題について関心を

もち、その改善・向上

をめざして主体的に

取り組む力と、実践

的な態度を身につけ

ている。 

機械・電気に関する

諸課題の解決をめざ

して思考を深め、基

礎的・基本的な知識

と技術を基に技術者

として適切に判断

し、表現する創造的

な能力を身につけて

いる。 

機械・電気に関する

基礎的・基本的な技

術を身につけ、環境

に配慮しながらもの

づくりを合理的に計

画し、その技術を適

切に活用している。 

機械・電気に関する

基礎的・基本的な知

識を身につけ、現代

社会における工業

の意義や役割を理

解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

出席状況 

実習レポート 

学習状況の観察 

出席状況 

実習レポート 

学習状況の観察 

出席状況 

実習レポート 

学習状況の観察 

出席状況 

実習レポート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

単
元
分
け
な
し 

1. ＦＡ実習 

プログラマブルコントロー

ラによる制御実習 

 

２．ＣＡＤⅠ(AutoCAD) 

機械部品等の機械系の 

図面作成 

 

3. ＣＡＤⅡ(AutoCAD) 

電気部品、電気･電子回

路の基本図面作成 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

ａ: 自主的・継続的な学習を通

し、技術に関する探求的・

創造的な能力と、使用する

機器に関心を持ち、意欲的

に取り組む態度を身につ

けている。 

 

ｂ: 目的を理解してものづく

りに関する諸問題の適切

な解決をめざし、自ら考

え、適切に判断する能力を

身につけており、実習を通

してその内容を考察し、ま

とめることができる。 

 

ｃ：基礎的な技術を身につけ、

安全や環境に配慮して実

際の仕事を合理的かつ、適

切に処理する力を養う。 

 

ｄ:工業の意義や役割を理解

し、自分なりの意見や考察

ができる。また幅広い知識

を有し、それぞれの事象を

理解している。 

 

 

学習状況

の観察 

 

出席状況 

 

実習レポ

ート 

後
期 

単
元
分
け
な
し 

4. プログラム言語実習 

Arduino による制御実習 

 

5. コンピュータ実習 

ワープロ、表計算、 

プレゼンテーション 

 

6. プログラム言語実習 

micro:bit による制御実習 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 


